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アシスタントワーク科オフィスアシスタントコース

における 

技能照査に準ずるテストについて 

 

1 実施内容 

 アシスタントワーク科は集団訓練を維持しながら個人の得意不得意、特性・進捗に合

わせてた訓練を実施しているため、最終テストの機会は個別でした。 

 

２ 検定内容 

  科内で決めた基準で級を設定し、基準を満たした者に職域開発課長名で賞状を授与

しています。特に、一級合格であり、なおかつ皆勤を成し遂げた者は科ではなくセンタ

ーの全体としての所長名での表彰対象者とし推薦しています。 

 

３ 最近の受験状況 

① タイピング検定 

表１ 過去 3年間の入力検定 

 

入力検定は自己選択制ですが、職員から勧誘を受け目標とする場合が多いです。 

入力検定の結果は表１の通りです。本格的なタッチタイプの水準となるブロン

ズは 10 分間に 100 文字以上の入力であり、なおかつ５文字以内のミスしかできな
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ません。 

令和３年度の総受験数１２１件中合格者９２件。そのため、合格率は７６％です。 

 

       

 

図１ 初めてのキーボードの扱いからタッチタイピングへ 

キーボードに触ったことがない方からある程度できている方まで正確性重視の
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職リハ方式の基本的な操作を方法を教えます。スモールステップ制で正確さを保

ちながらスピードアップしていくので実力が伸びてくるのを実感することになり

ます。 
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図２ 基礎からのタッチタイプ 

しかし、ブロンズ以降は大きな壁があり、これを超えることで、訓練生が抱くタ

ッチタイプの理想となりなしえた感が持てます。 

 

パソコン系 

パソコン系は受験者全員合格。 

合格を前提とした訓練を実施しており、パソコンの訓練の一つの区切りとしてい

ます。 
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図３ Word の確認問題 
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図４ 表計算での確認問題 


